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1，450戸〈十 2)
7.278人(-2) 
3，558人(-3) 

3，720人(十 1)

(61年10月1日現在〉

村のようす

数

口

帯

男

女

世

人

山
間
部
で
は

皆

金正

)
目
、
二
十
日
、
二
十
一
日
、
二
十

二
日
、
二
十
三
日
、
こ
れ
は
今
年
八
月

中
に
最
高
気
温
が
三
十
度
を
超
え
た
真

夏
日
で
す
。

普
通
の
年
で
す
と
こ
の
真
夏
日
が
十

五
日
位
あ
る
の
に
今
年
は
た
っ
た
五
日

で
し
た
。
し
か
も
お
盆
の
頃
は
、
二
十

度
に
な
ら
な
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
ま

た
八
月
中
の
雨
量
は
二
百
六
十
ミ
り
に

も
達
し
ま
し
た
。

こ
の
異
常
低
温
の
た
め
、
農
作
物
は

大
巾
な
減
収
が
予
想
さ
れ
、
と
く
に
稲

は
村
平
均
で
五

0
.ハ
1
セ
ン
ト
の
減
収

が
見
込
ま
れ
、
大
冷
害
に
な
っ
て
い
ま

す。
こ
の
写
真
は
、
九
月
二
十
九
日
に
撮

影
し
た
も
の
で
す
が
、
一
枚
は
小
高
の

平
坦
部
の
も
の
、
も
う
一
枚
は
四
辻
新

田
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
説
明
を
し

な
く
と
も
四
辻
新
田
の
稲
が
ど
ち
ら
か

す
ぐ
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
山
間
部
ほ
ど
被
害
は
大

き
く
、
四
辻
新
田
や
山
小
屋
そ
れ
に
、

青
井
沢
、
小
半
弓
の
農
家
で
は
、
保
有

米
も
と
れ
な
い
状
態
で
す
。

ま
た
、
大
き
な
収
入
源
に
な
っ
て
い

る
葉
た
ば
ご
も
、
長
雨
と
低
温
の
た
め

品
質
、
収
量
と
も
に
思
わ
し
く
な
く
、

そ
の
ほ
か
の
農
作
物
に
も
影
響
が
出
て

い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
収
入
が
大
巾
に

ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
は
確
実
で
、
農
家
経

済
を
助
け
る
救
農
対
策
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
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目立つ農林水産業費の伸び
昭和50年度決算概況

No. 1 22  たまかわ広報

昭
和
五
十
年
度
の
一
般
会
計

国
保
特
別
会
計
、
広
域
簡
易
水

道
事
業
会
計
の
決
算
が
九
月
定

例
村
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
@

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
自

主
財
源
が
二
七
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
と
四
十
九
年
度
の
二
八
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
さ
ら
に
、
国

県
依
存
度
が
高
ま
り
ま
し
た
c

歳
出
で
は
、
四
十
九
年
度
と

く
ら
べ
、
農
業
水
産
業
費
が
三

倍
以
上
の
伸
び
を
見
せ
、
反
対

に
教
育
費
が
半
分
以
下
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
農
林
水
産
業
費

で
は
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
の

建
築
と
、
非
補
助
土
地
改
良
工

事
が
行
な
わ
れ
た
た
め
に
増
え

教
育
費
で
は
、
学
校
関
係
の
大

き
な
工
事
が
な
か
っ
た
た
め
減

っ
た
も
の
で
す
c

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

歳
入
、
歳
出
と
も
そ
れ
ぞ
れ
割

合
に
大
き
な
変
動
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
一
世
帯
当
り
で
見
る

と
、
保
険
税
が
五
万
五
百
一
円

で
、
四
十
九
年
度
よ
り
九
千
円

ほ
ど
増
え
、
医
療
費
で
は
十
六

万
千
八
百
八
十
四
円
と
な
り
一

万
五
千
円
も
増
え
ま
し
た
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
加
入

世
帯
は
千
百
六
世
帯
、
四
千
七

百
六
十
二
人
で
、
一
世
帯
当
り

四
・
三
人
と
な
り
ま
す
。

計..6.. 
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村税

11.5 ~ぢ

地方譲与
I 1.1猪
自動車取得税交付金

1.3 ~ぢ

そのイ也国庫支出金地方交付税村税
使
用
料
及
び

手

数

料

財
産
収
入

寄

附

金

諸

収

入

長S本年度
前年度

147，148，431円

189，693，533円

9 10111213 14151617181920 

88，021，390円
77，674，825円

f 113，444，276円
106，075，146円

23，337，221円
28，881，367円前年度対比
29，300，926円
24520，578月

5，818，744円

8 5 6 7 1 2 3 4 
(単位千円)

債

災害復旧

土

防

生

育

生

務

会

木

民

衛

公

総

f南

議

教

総務費

17.2 % 
農林水産業費

27.1 % 
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AI... 
A 富十

保健施設費そお{む

5.312千円
3.4 ~修

歳入総額 17 9， 3 2 3， 2 8 8円

歳出総額 15 ~ 1 7 4，3 6 0内

きi残額 2 4， 1 4. 8， 9 2 8円

財産~又入その他

2，5 2 1千円 1.4~ち

国民鍵康保険特別会計決算額の推移

広域簡易水道事業会計

収入額 27，3 0 4，4 0 1月

支出額 33， 1 3 2，02 0円

i51ム5，82 7，6 1 9丹/

1，481.51 'i円
5.4% 

2.1% 

1広域檎易水道事業会計の決算では、 5，82" 7，6 1 9丹治赤字となり、
。年の赤字と合わせると、累積赤字11. 9 5 9.8 6グ工島となりました。
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保護給付襲

139，337千円

89.8% 
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議会だより

九

月

定

例

議

一
般
会
計

会
か
ら

四
千
四
百
九
万
六
千
円
を
補
正

回
定
錦
議
会
は
九
月
二
十
四
詰
よ
り
穴
住
間
に
わ
た
っ
て
関
議
さ
れ
、
一
般
質
鵠
に
続
い
て
、

専
決
処
分
の
業
認
一
件
、
補
正
予
算
一
件
、
条
例
改
正
等
四
件
、
五
十
年
度
一
般
会
計
、
爵
保
総
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
決
算
承
認
を
求
め
る
件
、
工
事
請
負
契
約
ニ
件
を
審
議
、
原
案
ど
お

可

決

さ

れ

ま

し

た

、

に

つ

い

て

の

議

案

…

件

は

撤

回

さ

れ

ま

し

た

、

次
の
と
お
り
で
す
。

二
万
二
千
円
と
な
っ

た
、
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
村
税

一
千
七
十
六
万
ニ
千
問
、
地
方
議

与
税
一
一
一
百
五
十
万
円
、
地
方
交
封

裂
二
千
万
円
、
分
制
料
金
及
び
負
担

金
宙
誕
六
十
二
万
円
、
県
支
出
金

時
西
五
十
一
一
一
万
四
千
円
、
財
鹿
叙

入
六
十
七
万
九
千
丹
、
歳
出
の
主

昭和51年10Jj1諒

五
十
一
年
喪
一
般
会
計

ハ
第
沼
号
〉
、
四
千
四

国
丸
万
六
千
円
を
追
加
し
、

。
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

件
に
つ
い
て
、
去
る
九
月
十
九
詩

執
行
の
福
島
県
知
事
灘
挙
に
持
な

う
予
算
り
専
決
処
分
が
準
認
さ
れ

ま
し
た
。。
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カアちゃん集合グ700人
ツ祭婦人スポー

な
も
の
、
議
会
費
三
十
一
一
万
一

円
、
総
務
費
二
百
六
十
万
一
一
千

円
、
民
生
費
二
十
一
一
一
万
一
品
千
円
、

寄
生
費
十
二
万
蕊
千
円
、
農
林
水

蜜
業
費
プ
小
・
式
首
ニ
十
一
万
七
千

円
、
土
木
鶴
岡
一
千
六
苦
七
十
九
万

六
千
円
、
消
防
費
七
百
六
十
二
々

入
千
丹
、
教
育
費
七
十
七
万
一
一
千

円

。
昭
和
五
十
年
度
玉
川
村
一
穀

会
計
議
入
歳
出
決
算
法
認
に
つ
い

て
、
議
入
総
額
七
龍
蕊
千
八
百
一
…

十
四
万
六
千
九
一
自
五
十
九
円
、
歳

出
総
額
六
億
九
千
九
首
九
十
四
万

五
午
九
百
ニ
十
ニ
丹
、
歳
入
歳
出

議
引
残
額
在
千
八
百
三
十
万
一
千

五
十
七
月
。

。
昭
和
五
十
年
度
玉
川
村
器
民

九

月

、

の

ジ

l

ズ

γ
で
す
が
、
好
天
に
恵
ま
れ
た

九
見
二
十
六
日
に
は
、
石
用
地
方

の
鶏
人
七
百
人
が
玉
川
第
一
，
小
学

校
三
挺
に
集
ま
り
、
第
四
回
高
浜

地
方
自
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
祭
が
関
か
れ

ま
し
た
。

民
せ
ん
を
片
苧
に
整
然
と
入
場

行
進
で
始
ま
り
、
開
会
式
で
は
石

川
地
婦
連
会
長
鎗
木
セ
ツ
さ
ん
の

あ
い
さ
つ
や
、
来
賓
む
小
針
村
長

さ
ん
ら
の
祝
詳
の
あ
と
、

.. 
嬉
人
ス
ポ
ー
ツ
鎗
mw

一コマ

代
表
し
て
mm
辺
の
大
竹
キ
ヨ
子
さ

ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
て
競

技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
民
せ
ん
を
お
し
り
で

諮
る
「
ケ
ツ
正
調
定
い
を
は
じ
め

十
七
種
目
の
競
技
が
行
な
わ
れ
、

中
で
も
袋
を
か
ぶ
っ
た
鑓
を
太
鼓

や
拍
子
木
で
誘
導
す
る
?
、

i
ち

ゃ
ん
こ
ち
ら
い
で
は
、
会
場
を
壌

笑
の
漁
に
巻
き
込
み
ま
し
た
G

ブ
ィ
ナ

i
レ
に
は
、
中
青
年
の

太
鼓
、
宮
、
佐
藤
ハ
ル
イ
さ
ん
ら

の
は
や
し
に
会
わ
ぜ
、
全
員
の
盆

踊
り
で
盛
り
上
げ
、
楽
し
い
秋
の

一
日
脅
す
ご
し
ま
し
た
。

健
撰
保
険
特
涜
会
計
歳
入
般
的
決

算
承
認
に
つ
い
て
、
議
入
総
額
一

億
七
千
九
富
一
一
一
十
一
一
万
詰
千
二
百

八
十
八
円
、
歳
市
総
額
一
議
五
千

五
百
十
七
万
四
弔
一
一
一
百
六
十
円
、

歳
入
歳
出
盤
引
残
額
二
千
呂
吉
十

部
万
八
千
九
百
二
十
八
円
。

mw
昭
和
五
十
年
度
玉
川
村
広
域

簡
易
水
道
事
業
決
算
認
定
に
つ
い

て
、
収
入
総
額
一
一
千
二
百
一
一
一
十
万

四
千
四
百
一
丹
、
支
出
総
額
ニ
千

八
百
十
五
万
二
千
二
十
円
、
差
引

残
額
武
百
八
十
二
万
七
千
六
百
十

九
円
〈
欠
損
額
)
。

ぬ
w

農
道
改
良
工
事
ハ
務
作
地

廷
〉
譜
負
契
約
に
つ
い
て
、
持
機

訪
土
地
改
良
事
業
の
農
滋
改
良
工

事
と
し
て
、
調
作
・
桜
鐙
線
を
行

官
一
向

医
療
費

な
う
も
の
で
、
一
千
ニ
百
六
十
五

万
二
千
汚
で
玉
川
村
大
学
中
、
尾

形
建
設
・
尾
形
量
致
民
に
滋
札
、

本
契
約
を
す
る
も
の
。

@
農
道
教
良
工
事
ハ
山
小
屋
地

区
〉
購
負
契
約
に
つ
い
て
、
非
補

助
土
地
改
良
事
業
む
農
道
改
良
工

事
と
し
て
、
山
小
屋
・
茨
ノ
下
線

を
告
な
う
も
の
で
、
一
千
八
荘
一
ニ

十
万
円
で
玉
川
村
大
学
川
沼
、
熊

田
建
設
・
熊
田
藤
高
民
に
落
札
、

本
契
約
を
す
る
も
の
。

。
冷
替
対
策
拡
関
す
る
意
見
書

を
求
め
る
議
額
警
が
提
出
さ
れ
、

全
員
一
致
を
も
っ
て
探
択
、
直
ち

に
決
議
さ
れ
関
援
行
設
庁
に
窓
見

蓄
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
G

三
万
九
千
円
に
改
正

撞
民
龍
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
お
底
者
さ
ん
に
か
か
り
'
ま

す
と
、
器
療
費
の
七
割
が
保
険
者

ハ
村
〉
負
担
と
な
り
、
一
一
一
割
が
自

己
負
担
と
な
ち
ま
す
が
、
入
院
な

ど
で
同
じ
月
に
毘
己
最
担
額
が
一
一
一

万
円
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
越
え

た
額
を
高
額
医
療
費
と
し
て
・
支
給

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
ご
承

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
制
度
実
施
後
、

医
療
費
の
改
訂
等
も
あ
り
、
こ
の

た
び
法
令
が
改
正
さ
れ
、
本
年
八

月
一
日
診
票
分
か
ら
自
己
負
担
分

が
一
一
一
万
九
千
舟
を
越
え
た
と
き
に

高
額
医
療
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
高
額
医
療
費
の
支
給
は

診
壌
を
受
け
た
月
の
翌
々
円
月
以
後

に
な
り
ま
す
が
、
支
給
申
欝
は
領

収
書
と
母
か
ん
を
お
持
ち
に
な
っ

て
、
な
る
べ
く
平
舗
に
手
続
長
ふ

さ
れ
ま
す
よ
う
お
綴
い
し
ま
す
。
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赤
い
羽
壊
で
袈
し
ま
れ
て
い
る

霞
民
た
す
け
あ
い
共
同
募
金
運
動

が
、
今
年
も
十
月
一
日
か
ら
全
国

的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
社
合
福
祉
に
つ

い
て
の
国
民
の
理
解
と
関
心
を
高

め
、
広
く
富
民
の
替
意
を
結
集
し

て
、
民
間
社
会
福
祉
事
業
に
必
要

な
資
金
を
共
同
募
金
会
が
一
括
し

て
募
金
す
る
国
民
的
た
す
け
あ
い

運
動
で
、
昭
和
二
十
一
一
年
か
ら
今

自
ま
で
地
域
住
民
の
自
発
的
な
員

間
活
動
と
し
て
推
進
さ
れ
、
発
展

し
て
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
十
足
一
日
か
ら

十
晃
三
十
一
詰
ま
で
行
な
わ
れ
、

学
生
、
捕
人
会
、
民
生
委
員
、
町

内
会
役
員
な
ど
延
べ
約
百
七
十
五

万
人
の
募
金
奉
仕
者
に
よ
っ

τ街

頭
募
金
、
一
戸
別
募
金
、
学
校
職
域

募
金
、
法
人
募
金
、
バ
ッ
ジ
募
金

な
ど
り
方
法
で
、
募
金
運
動
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
こ
そ
、
明

る
く
住
み
よ
い
社
会
を
築
く
た
め

5 

ぉ娘、，
会
当
U

富

芳

が

日
開
な

並
ハ
J
今一

d
4
 

玉川村目標

41万5千円

国
民
一
人
一
人
が
、
社
会
連
帯
の

輪
を
広
げ
る
ζ

の
運
動
の
趣
旨
を

十
分
拡
理
解
し
、
よ
り
一
層
む
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。本
村
に
お
い
て
も
沼
十
一
万
五

千
円
め
募
金
目
擦
が
決
定
さ
れ
、

各
蔀
落
で
も
募
金
運
動
が
展
開
さ

れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

臨
標
達
成
の
た
め
皆
様
の
ご
協
力

合
お
鍛
い
す
る
も
の
で
す
。

会

長

に
鈴
木
吉
之
氏

矢

部

玄

信

〈

舟

近

〉

塩
沢
線
開
久
ハ
寄
袋
釜
〉

小

針

武

央

〈

中

〉

小

林

昭

乎

〈

常

時

〉

石

井

嘉

一

(

四

辻

〉

鈴
木
一
一
一
郎
〈
北
須
釜
〉

塩
沢
直
利
ハ
務
須
釜
)

鈴

木

古

之

ハ

竜

崎

〉

な
お
、
九
月
十
日
に
は
初
会
合

を
開
き
、
会
長
記
鈴
木
古
之
氏
、

爵
合
役
に
鈴
木
三
郎
氏
を
そ
れ
ぞ

れ
選
び
ま
し
た
。

交
通
事
故

相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す

は
、
交
通
事
故
相
談

所
の
職
員
を
定
期
的
に
巡
回
さ
せ

て
、
次
の
と
お
れ
ソ
交
通
事
設
巡
回

移
動
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
問
題
で
お
踊
り
の

方
は
気
軽
に
ど
相
談
く
だ
さ
い
。

。
県
郡
山
合
同
庁
舎
毎
月
間
詩

人
月
末
日
で
公
害
対
策
審
議
会
・

委
員
が
任
期
瀦
了
に
な
っ
た
こ
と

O
須
賀
民
常
体
育
館
銀
月
十
日

に
と
も
な
い
、
九
月
一

E
付
で
次

の
方
々
が
新
し
く
公
害
対
策
審
議

A

営
費
負
と
し
て
、
村
長
よ
り
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

岩

谷

浩

光

ハ

小

高

〉

鈴
木
広
…
ハ
北
須
釜
)

相
談
日
が
日
曜
日
、
の
と

き
は
そ
の
翌
告
、
ま
た
相
談
時
間

注
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

で
す
が
、
土
隈
日
の
と
き
は
正
午

ま
で
で
す
む

消
防
チ
i
ム
初
優
競

役
職
員
ソ
フ
ト
ポ

i
ん
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あなたの年金額は?

老
齢
年
金
の
計
算
方
法

昭和51年10月1日

。
本
来
の
老
齢
年
金

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、
一

定
期
間
保
険
料
を
納
め
た
人
が
、

六
十
五
才
に
な
っ
た
と
き
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
と
は
、
原
則
と
し
て

二
十
五
年
以
上
で
保
険
料
を
免
除

さ
れ
た
期
間
も
入
り
ま
す
。

老
齢
年
金
の
額
は
、
千
三
百
円

に
保
険
料
を
納
め
た
期
間
の
月
数

を
か
け
た
も
の
で
す
。
こ
の
ほ
か

に
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間

が
あ
る
と
き
は
、
千
三
百
円
に
そ

の
期
間
の
月
数
を
か
け
た
も
の
の

三
分
の
一
相
当
額
が
加
算
さ
れ
ま

す。
し
た
が
っ
て
、
保
険
料
を
納
め

た
期
間
が
二
十
五
年
の
と
き
は
、

千
三
百
円
に
三
百
ヶ
月
(
二
十
五

No. 122 たまかわ広報

年
)
を
か
け
た
、
一
二
十
九
万
円
が

年
金
額
に
な
り
ま
す
。

。
特
例
老
齢
年
金
。

こ
の
ほ
か
、
老
齢
年
金
を
受
け

る
に
必
要
な
期
間
が
、
年
齢
に
よ

っ
て
二
十
四
年
か
ら
十
年
ま
で
に

短
縮
さ
れ
て
い
る
人
の
年
金
額
に

つ
い
て
は
、
次
の
特
別
加
算
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

五
百
円
に
、
三
百
ヶ
月
か
ら
国

民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
の
月
数

を
ひ
い
た
数
を
か
け
た
も
の
、
た

と
え
ば
、
十
年
年
金
の
場
合
は
、

被
保
険
者
期
聞
が
十
年
(
百
二
十

ヶ
月
)
で
す
か
ら
、
千
三
百
円
に

十
年
(
百
二
十
ヶ
月
〉
を
か
け
た

十
五
万
六
千
円
に
、
三
百
ヶ
月

(
二
十
五
年
)
か
ら
百
二
十
ヶ
月

を
ひ
い
た
百
八
十
ヶ
月
に
、
¥
五
百

円
を
か
け
た
九
万
円
が
加
算
さ
れ

て
二
十
四
万
六
千
円
が
年
金
額
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た

り
、
未
納
に
な
っ
て
い
る
人
は
別

の
計
算
方
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
住
民
課
年
金
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

三
才
ま
で
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
は
、
村

内
に
住
む
乳
幼
児
の
健
や
か
な
成

長
を
図
る
た
め
、
昭
和
四
十
八
年

十
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
そ
の
し
く
み
が
わ
か
ら
な
い

人
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
概
要

に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

こ
の
制
度
は
社
会
保
険
に
加
入

し
て
い
る
乳
幼
児
が
、
医
療
機
関

で
診
療
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
支

払
っ
た
医
療
費
(
社
会
保
険
か
伶

附
加
給
付
が
あ
る
と
き
は
そ
れ
を

差
し
引
い
た
額
〉
を
助
成
す
る
も

の
で
、
出
生
し
た
日
あ
る
い
は
転

入
し
た
日
か
ら
満
三
才
に
な
る
月

ま
で
助
成
を
受
け
る
資
格
が
あ
り

ま
す
。
助
成
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

は
、
出
生
、
転
入
等
に
よ
り
そ
の

対
象
と
な
っ
た
と
き
、
印
か
ん
と

保
険
証
を
役
場
ま
た
は
支
所
に
持

参
し
て
、
「
乳
幼
児
医
療
費
受
給

資
格
」
の
登
録
申
請
を
す
る
と
、

「
受
給
資
格
-
証
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
受
給
資
格
証
が
交
付
さ

れ
る
と
、
「
乳
幼
児
医
病
費
助
成

申
請
書
」
が
も
ら
え
ま
ず
か
ら
、

診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
保
険
証

と
受
給
資
格
証
を
提
示
す
る
と
と

も
に
、
診
療
を
受
け
て
支
払
っ
た

金
額
を
乳
幼
児
医
療
費
助
成
申
請

書
に
-
証
明
し
て
も
ら
い
、
役
場
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

役
場
で
は
こ
の
申
請
書
の
内
容

を
審
査
し
て
、
そ
の
助
成
額
を
決

定
し
て
支
給
す
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

村
内
の
お
医
者
さ
ん
で
診
療
を

受
け
た
場
合
は
、
お
医
者
さ
ん
か

ら
直
接
役
場
へ
支
払
っ
た
金
額
が

証
明
さ
れ
て
き
ま
す
が
、
村
外
の

場
合
は
そ
の
助
成
申
請
書
を
役
場

ま
で
持
参
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
住
民
課
に

問
い
合
せ
下
さ
い
。

駅
に
時
計
を
贈
る

中

青

年

会

ー惨

中
青
年
会
で
寄
贈
し
た
持
計

中
青
年
会
〈
会
長
小
林
和
己
)

で
は
、
こ
れ
ま
で
も
駅
、
神
社
、

カ
1
プ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
清
掃
奉
仕

作
業
を
し
て
、
地
区
民
か
ら
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
と
ん
ど
は
泉

郷
駅
に
掛
時
計
を
贈
り
ま
し
た
。

泉
郷
駅
に
は
改
装
さ
れ
て
か
ら

時
計
が
な
く
不
便
で
し
た
が
、
こ

れ
で
便
利
に
な
っ
た
と
利
用
者
か

ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

鈴
木
由
之
助
さ
ん

表
彰
さ
れ
る

第
二
十
六
回
の
福
島
県
統
計
大

会
が
、
九
月
二
十
二
日
会
津
若
松

市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、
川
辺
の
鈴
木
由

之
助
さ
ん
は
、
統
計
功
労
者
と
し

て
福
島
県
統
計
協
会
長
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年

よ
り
国
勢
調
査
を
は
じ
め
、
農
業

セ、
γ
サ
ヌ
、
農
業
基
本
調
査
、
住

宅
統
計
調
査
な
ど
各
種
の
統
計
調

査
に
従
事
し
、
そ
の
正
確
さ
な
ど

統
計
調
査
に
功
労
の
あ
っ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

(
九
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

部
蒜

中
南

須

釜

北

須

釜 高生落

出

生

児

氏

名

西

牧

志

乃

布

白

沢

稔

佐

藤

美

大

越

美

遠

野

子

矢

吹

り

広
真

由

志

津
か

お

世
帯
主
名

正

巳敏太

藤

幸誠

義

美

続

柄
長

女孫
長

男孫孫孫

{
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
}

部

落

川

辺

蒜

生中

南

須

釜

北

須

釜

死
亡
者
氏
名

野

崎

重

司

佐
久
間
徳
三
郎

高

林

ト

ミ

渡

辺

喜

四

郎

草

野

今

朝

吉

(
九
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)

年

令

世

帯

主

名

続

柄

(

お

)

重

幸

父

〈

拘

〉

主

昌

廼

の

養

父

(

符

〉

浅

之

助

妻

戸
お
)
主
鈴
木
キ
ノ
の
同
居
入

(

位

〉

主

繁

夫

の

父




